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｢産育祈願に関わる八幡の信仰」
～宇美八幡宮の事例を中心に～
福西大輔
１，はじめに
八幡宮は、日本に４万社あるといわれている〔中野幡能１９８５１０〕。その八幡宮では八幡三所
(三神）といわれる応神天皇（八幡神、誉田別命）を中心に、比売大神、神功皇后（大帯姫命、息長
足姫命）の三柱（神）が祀られていることが多い。戦いや武道の神として古くから天皇家や武士団に
広く信仰されてきた。
しかしながら、子授け・安産および子供の健やかな成長を祈る産育祈願に関わる寺社を見ていくと、
東北地方の唐松神社や北九州の宇美八幡宮を中心とする産育祈願における八幡の信仰の影響力の大き
さを目にする。
八幡と産育に関わる祈願の結びつきはどのようなかたちで成立しているのか、また、その背景には
どのようなものがあるのか、考えていきたい。
八幡信仰の研究としては、柳田国男の「人を神に祀る習俗」「松王健児の物語」をはじめとし、中
野幡能の一連の研究や近年では飯沼賢治の研究などがある１）。これらの多くの研究が八幡神（応神
天皇）を中心とした八幡信仰をみてきている。だが、産育祈願に関わる八幡の信仰を考えてきた研究
は、須永敬が神功皇后を聖母として祀る信仰の研究で少し触れているだけでほとんどない２)。そこ
で、こうした側面から八幡の信仰を考えてみたい。
２、産育祈願に関わる八幡の信仰
表は、産育祈願に関わる八幡の信仰を『日本産育習俗資料集成』の事例を中心にまとめたものであ
る〔表参照〕･全国の産育祈願に関わる八幡の信仰を網羅している、また、時代的な統一性がとれて
いるとは言い難いが、産育祈願に関わる八幡の信仰の一端を垣間見ることはできる。
まず、祈願内容としては安産祈願がもっとも多いが、子授かりから育児まで幅広い信仰があること
がわかる。信仰のあり方としては、特定の八幡宮の護符や水を頂いてくるというものが最も多く見ら
れる。頂いてきた護符は、飲むものと貼るものに分かれる。次には小石を頂いてくるというものが多
い。他には、腹帯やお米を受けてくるというものがある。
その一方、数は少ないが神社が直接関与しないものも大分県などでは見ることが出来る。大分県宇
佐郡や安心院などでは、神功皇后が出産する時に楡の木を杖にしたことから、楡の木を神棚に供える
と安産するという信仰がある。また、岡山県三石町では、神功皇后ゆかりの石が子授け祈願の対象と
なっている。奈良県生駒郡郡山町では、神功皇后陵の石をもらってくると安産になるという話もある。
これら産育祈願の祈願対象としては、八幡三所（三神）の中では、神功皇后が多い。神功皇后は
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ｌｉ 秋lllUL北秋'１１郡大館町』し万 「[1水産行判俗資料集成」秋lllUL北秋Ｈ１郡各地「１１本産fflW俗賓*:}集成」「ロ水産行習俗資料典成」秋111ﾘL南秋llIW11五城目町肛城目 「Ⅱ本民俗地図Ｖ(111麻・育児)」’1梨IIL北'1廉郡「ロ本産fflW俗資料集成」「｢１本産fr1W俗資*:}典成」神余りIL横浜IIT磯子hlLIHIJ］上野ﾘ11ｲⅡ111「Ⅱ本阿frWWWP資*l梨成」LjMIII和11］「[1本解行Wl俗涜*}典成」介艮１Ｍ駒郡lIllIII町「１１本薩行1W俗涜*MIL成」「１１本産fislW俗資*:MIL成」「阿波lHI本岐の民俗」「'1本耀fflW俗資料災成」柵岡県粕臆郡、１W]iTlll、溌聴郡露「n本産fr1W裕資料災成」１Ｍ岡HL遠賀郡、宗像郡、鞍手ＮＩＩ、柳川T郡、７． 「１１水産fflW俗資料集成」稀号 祈願内容 方法 場所 参考文献１ 子授け祈願 三石のお孕石は和気郡三石町にある。背、神功皇后が三韓を征伐し給う時、この地を御通過あらせられ、今ある石の上に御腰をかけきせ給い、御休憩あらせられた。爾来この石はあたかも子を孕んだように白色の石を包含するようになったので、住民はこれを孕石神と称し、腰掛け石を御神体として祀るようになった。子を望む者は境内の孕石を拾い、これを持ち帰って祈る。妊娠すれば、その石に他の小石を添えてお礼に詣でる。 岡山県 ｢日本産育習俗ini料集成」２ 子授け祈願 (御田八幡宮では、西暦の奇数年の５)１３日に行われる御田祭では）豊年を祝う酒絞I）の場では、赤ん坊の人形（神の子＝子宝人形）を、子宝を授かるようにと若い女性たちが奪い合う。 高知県室戸市吉良川町 ｢全国八幡神社名鑑」３ 子授け祈願 沼津村有安爾自神社の東風石は神功皇后が三韓征伐に東風に祈られたという伝説の石で、石燈髄を供え、古来祀られてきているものであるが、これに子を祈願するとの伝えを２，３人に聞いた。自然石の大石で二つに割れたものである。 長崎県壱岐郡 ｢日本産育習俗資料集成」４ 安産祈願 仙北郡境村の唐松神社に神功皇后を祀る。背から安産の神として名高く、県内各町村に唐松講があり、御分霊がある。また、氏神とする所もあって信仰が厚い。 111県北秋田郡 地方 『日本産育習俗資５ 安産祈願 安産するように唐松神社に祈願をこめ、その護符を産気づいた時に飲ますＨ１にある。 111県 田郡各地 ｢日本産育習俗資料集成６ 安産祈願 ｲ111北郡境村の唐松神社に安産を祈願する。唐松講というものがある。識'１１で毎)]識を開いている。交代に参る。 秋田県秋田市付近 ｢日本 育 集７ 安産祈願 明治の初めごろから大正の初めごろまで唐松講が行われた。まわり当番で、女の人たちの講中であった。安産を信心するもので、人数は１組12,13人で数組あった。1年に１回、境の唐松神社に参詣した。 秋田県秋田市Ⅱl尻 ｢日本民俗地図Ｖ(出産．育児)」８ 安産祈願 女たちの講は唐松講・御前柳講・鬼子母神講があ})、いずれも安産や子授けのお産に関係した神様をまつる。 } 1県南秋田郡五城目五 ｢日 民俗地図Ｖ(出産。９ 安産祈願 八幡幣を産室に奉安すると安産する。八幡様に底なしひしゃくを奉安すると安産する。 福島県 ｢日本産育習俗資料集成」10 安産祈願 子安八幡神社とも呼ばれているが、これは宗仲（地頭・池上右衛門大夫宗仲）が妊娠中に疫病にかかり、その平癒を祈願したところ無事男子を出産したことから名付けられた ○ 東京都大田区仲池上 ｢全国八幡神社名鑑」11 安産祈願 江草村の子安神社、郷社、八幡神社に祈願する。 '１１梨県北巨摩郡 ｢日本産育習俗資料1２ 安産祈願 八幡宮、子安地蔵尊、水天宮、川宮大師などは、安産の護符とし、いよいよ分娩の時はこれを焼いて飲むのである。 神奈111県)'1崎市地方 ｢日 育習俗 料集成1３ 安産祈願 (根岸八幡宮は８月15日の例大祭の時に榊神輿が巡幸する｡）榊を固く結んでいる麻は、ほぐして身に付けると厄除開迎の御守りとなり、腹に巻けば安産守護になるという。 奈川県横浜市磯子区西町 ｢全国八幡神社名鑑」1４ 安産祈願 安産には、塩釜様、御子安様、三ノ宮、八幡様に参る。 長 県和田 ｢日本産育習俗 料集1５ 安産祈願 八幡様の氏子になって願かけすると安産する。 長野県和田 ｢日本産育習 資料集1６ 安産祈願 神功皇后陵の北域から小石を頂いて来て妊婦の腰にはさませておくと安産する。 奈良県生駒郡郡山町 ｢日本産育習俗資料集成1７ 安産祈願 徳井神社の境内に神功皇后を祭神とする籍の宮が祀られている。妊婦はこの宮に詣でたあと、箒を受けて帰り、この瀞で毎日、かまどを掃き情める習わしがある。さらに、産気づいたら籍を逆さに立て、お灯Iﾘ]を上げ、籍で腹をざすると、ご利益があるといわれ、お礼詣りに新しい瀞を－本添える仕来りがある。 兵庫県神戸市灘区大和町四丁目 ｢日本神祇由来辞典」1８ 安産祈願 土地の産士神なる春日社、八幡社に参拝し護符を受けて神棚に祀I)あるいは部屋に貼る ○ 山口県萩市 ｢日 産育習 料集成」1９ 安産祈願 安産祈願の神社としては、八幡神社・子安大師（子安地蔵）が多く、遠くは薬玉寺．志和岐の八幡神社にお参りするという人もあった。 徳島県本岐 ｢ 国本岐の民2０ 安産祈願 宇美八幡に安産を祈願する 福 屋 鞍手郡、朝倉郡、筑紫郡 嘉穂 ｢日本産育習俗資料集成2１ 安産祈願 香椎宮に安産を祈願する。 福岡県粕屋郡 ｢日本産育習俗資料集成」2２ 安産祈願 宇美八幡宮よI)護符とお水を受ける。 福岡県遠賀郡、宗像郡、朝倉郡、嘉穂郡 ｢日 産育習俗資料集2３ 安産祈願 宇美八幡宮より洗米、産湯を受けて来て、これを頂く 福岡県粕屋郡 ｢日本産育習俗資料集成」2４ 安産祈願 宇美八幡宮より腹帯を受けて来て着NＩする。 福岡県粕屋郡、宗像郡 ｢日本産育習俗資料集成」2５ 安産祈願 宇美八幡宮より石を借りて来て出産後、別の石を添えて返納する。 福岡県粕屋郡 ｢日本産育習俗資料集成」2６ 安産祈願 脊椎宮より綾杉の葉を拾って来て、枕の下に敷いて安産を願うものが多い。 福岡県粕屋郡 ｢日本産育習俗資料集成」2７ 安産祈願 宇美八幡様の護符、お水を受けて来て、これをよく飲んでおく。また、その時には産の神に水をあげ、それに八幡様の護符を浮かべて服用すれば安産する。 福岡県筑紫郡 ｢日本 育習俗資料集成2８ 安産祈願 宇美八幡宮に安産祈願に行く。 福岡県糸島郡、八女郡 ｢日本産育習俗資料集成」2９ 安産祈願 八幡神社に安産祈願に行く。 福岡県三猪郡 ｢日本産育習俗資料集成」3０ 安産祈願 宇美神社の護符を受けて分娩の時、早く良く生まれるように飲ませる。 福岡県糸島郡 ｢日本産育習俗資料災成」3１ 安産祈願 宇美八幡に祈願し、腹帯を拝受して、これを普通の腹帯に挟んで着用する。 福岡県糸島郡 ｢日本産育習俗資料災成」3２ 安産祈願 粕屋郡宇美神社より護符・お水を受けて帰り、出産後お礼参I)をする。 福岡県早良郡 ｢日本産育習俗資料集成」3３ 安産祈願 宇美八幡より受けた守り札を産褥の真上天井に貼る。 福岡県早良郡 ｢日本産育習俗資料集成」
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3４ 安産祈願 宇美八幡に下り、米を頂く。 福岡県早良郡 ｢日本産育習俗資料集成」
3５ 安産祈願 八幡神社・観世音・弘法大師に参り、護符精米を頂く。 福岡県三猪郡 ｢日本産育習俗資料集成」
3６ 安産祈願 粕屋郡宇美八幡宮に安産祈願に行く。
福岡県福岡地方､久留米
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方､若松地方､直方地方
｢日本産育習俗資料集成」
3７ 安産祈願 香椎村香椎宮に安産祈願に行く。 福岡県香椎村 ｢日本産育 俗資料集
3８ 安産祈願 粕屋郡の香椎宮、箱崎宮に安産祈願に行く。 福岡県一般 ｢日本産育習俗資料集成
3９ 安産祈願 粕屋郡宇美町鎮座、宇美八幡宮のお水を受けて陣痛の時飲ませると安産する。 福岡県福岡地方 ｢日本産育習俗 料集成
4０ 安産祈願 宇美八幡宮の子安餅を産婦に食べさせると安産する。 福岡県福岡地方 ｢日本産育習俗資料集成』
4１ 安産祈願 宇美八幡宮や塩釜神社のお礼を腹帯の中に入れて締めていれば安産する。 福岡県福岡地方 ｢日本産育習俗資料集成
4２ 安産祈願 水天宮様の護符、宇美八幡宮のえんじゅの木を削ったもの、弘法大師の千枚通し、その他を初水にて飲ませる。 福岡県福岡地方 ｢日本産育習俗資料集成｣
4３ 安産祈願 宇美八幡宮の産湯の水受けを頂く。 福岡県福岡地方一般 『日本産育習俗資料集成
4４ 安産祈願 宇美八幡宮の護符を御産の時、枕元に貼る。 福岡県福岡地 般 ｢日本産育習俗資料集成」
4５ 安産祈願 香椎宮の不老水を服用する。 福岡県香椎村 ｢日本産育習俗資料集
4６ 安産祈願 箱崎浜の清砂を求めて帰り、産床よれば安産するという 福岡県大牟田地方 『日 産育習俗資料集成」
4７ 安産祈願 宇美八幡宮の護符を受ける 福岡県 I11ll郡 ｢日 産育習俗資料集成｣
4８ 安産祈願 安産の神といえば神功皇后の応神天皇安産の伝説による宇美八幡（粕屋郡宇美町）である 筑前地方 ｢日本の民俗福岡県」
4９ 安産祈願 八幡様の護符を頂いていると安産する 長崎県北高来郡、北申山村 ｢日本産育習俗資料集成」
5０ 安産祈願 福岡の海八幡に願をかけ、海岸の石を拾って帰り、神棚に祀ると安産する 長崎県長崎市地方 『日本産育習俗資料集成」
5１ 安産祈願 神功皇后様が、三韓征伐からお帰りの時筑前で楡の木を杖として御平産なされたというので、八幡様の御神木とし、その枝を平産の護符として神棚にあげる。 大分県宇佐郡 ｢日本産育習俗資料集成」
5２ 安産祈願 神功皇后が、八幡様（応神天皇を分娩された時、楡を杖にした故事にあやかって楡の杖を神棚に供えた） 大分県安心院町
｢大分の歴史（１０）地
誌 民俗・年表」
5３ 安産祈願 大帝八幡様に安産祈願した。 大分県姫島 『大分の歴史（１０）地誌・民俗・年表」
5４ 安産祈願 畑に－把線香をあげて福岡県の宇美八幡様に願をかけたりした０ 大分県庄内町 ｢大分の歴 １０）地誌・ 年表」
5５ 安産祈願
円台寺八幡宮の裏には、白龍窟と呼ばれる大洞窟があり、清水が湧出している。この
清水を妊婦に飲ませると安産間違いなしという。またこの八幡宮の祭｢|には宮相撲で
賑わうが、これに出場する力士を家に泊めると丈夫な児が生まれるという。
熊本県鹿本郡植木町 ｢九州の祝事」
5６ 安産祈願 (大帝八幡社は）杵築藩主松平家の累代の安産祈願所として、いまも安産の霊験を求めて来島し参拝する人が多い。 大分県東国東郡姫島村 ｢全国八幡神社名鑑』
5７ 安産祈願 安産祈願に塊優の神衣を供える。 大分県中津市古要神社 ｢大分県の民俗宗教」
5８ 後産の安産祈願
衣奈八幡神社は、応神天皇の胞衣が埋められている神社として信仰されている。後産
の無事を祈ったという。
和歌山県Ｈ高郡由良町衣
奈 ｢日本神祇由来辞典」
5９ 乳もらい
日吉神社の東二丁（約218メートル）ばかりのところに池があって、きわめて浄水をた
たえている。皇后洞海から尚水門へ至らんとして、二島に立ち寄り、装束を改めよう
とされたが清水がなかったので、里人の案内でこの泉の辺に立ちお姿を写されたとこ
ろ、お顔の紅までもことごとく水面に映ったので、それから紅影池の名が起こった。
皇后はほどなく凱旋し皇子を安産されたのであるが、のちの人、乳の痛むとき、また
は産の前後にこの水を用うれば不思議にも平癒安産すると伝えている。
福岡県北九州市若松|X二
島 ｢日本の民俗福岡県」
6０ 乳もらい 母乳を豊富にするための祈願所は（中略）粕屋郡宇美八幡 福岡県 ｢日本産育習俗資料集成」
6１ 乳もらい 宇佐飴は、乳がよく出されるようになるといわれて各地で食べていた。 大分県 『九州の祝事」
6２ 子育て祈願
植木町円台寺では妊婦が八幡宮に詣ったとき、境内で拾った石を神棚に供えておき、
産飯の上に据えた
人々に食べてもら
。この供えた産飯は産婦だけが食べ、
うのが丈夫な子に育つとしている。
同じ釜の飯はなるべく多くの 熊本県鹿本郡植木町 ｢九州の祝事」
6３ 安産・子育て祈願
玉島神社の宮の祭神は、神功皇后で、子安神として有名である。境内の釣竿竹（神功
皇后が三韓御征伐の際、戦勝占いに鮎を釣られた竹竿が根付いたもの）は、安産・子
育てに飲ませる。
佐賀県浜玉地方 ｢九州の祝事」
6４ 子育て祈願 福岡県宇美八幡社に預ける。 佐賀県伊万里市南波多町 ｢九州の祝事」
6５ 子育て祈願
15日目をユミアキという。昔、神功皇后様が三韓征伐に行く途中で子供を生み、その
子供を穴の中に埋めて征伐に行った｡151］目に帰ってきて、弓の先で穴をあけてみたと
ころ、子供は生きていた。そこで子供が生まれてから15日目をユミアキという。
大分県下毛郡邪馬渓町津
民地区大野 i邪馬渓町の民俗」
6６ 子育て祈願 宇美八幡からいただいた産湯の水を入れることもある。 福岡県 ｢九州の祝事」
6７ 子育て祈願 子育ての神として春秋の大祭のとき「張子の獅子頭」が売られている。 群馬県高崎市山名町 ｢全国八幡神社名鑑」
6８ 子育て祈願 (遠石八幡宮の）９月15日前後の秋季例大祭では、赤ちゃんの健やかな成長を願って、みこしの下をくぐらせる「赤子参り」が行われる。 |｣｣口県周南市遠石 ｢全匡Ｉ八幡神社名鑑」
6９ かんの虫封じ
(三宅八幡宮は）稲田虫除祈願祭で知られたことから、転じて子どもの虫除け（かんの
虫）の神様になった（以下略）
京都府京都市左京区上高
野三宅町 ｢全匡|八幡神社名鑑」
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『古事記」「日本書紀」などによれば、お腹に子供（応神天皇）を宿したまま、朝鮮半島に攻めたとさ
れる。その際はお腹に石をあててさらしを巻き、出産を遅らせ、その帰路、宇美で応神天皇を無事出
産したといわれている。こうした伝説もあり、先に上げたように八幡の信仰の中には石をめぐる産育
祈願も多く見られる。
産育祈願に関わる八幡の信仰の範囲は、北は秋田から南は長崎、熊本まで事例に広がりがある。し
かし、分布には偏りが見られ、一つは東北の唐松神社（秋田県）に中心があり、もう一つは九州の宇
美八幡（福岡県）にあることがわかる。八幡信仰の中心地であるとされる宇佐八幡宮、石清水八幡宮、
鶴岡八幡宮は、産育祈願に関わる信仰としては、表の中にある「宇佐飴は、乳がよく出されるように
なるといわれて各地で食べていた」ぐらいで、産育祈願に関する信仰はほとんどない。
まず、東北の産育祈願に関わる八幡の信仰の中心地の一つである唐松神社の概要を稲雄次の『秋田
民俗語彙辞典』をもとにみてみたい３）。唐松神社は秋田県仙北郡協和町にあり、物部守屋大臣の子
孫加世の臣、捕鳥男が、物部の連から賜った神功皇后の安産の腹帯を奉じてこの地にきて、唐松岳に
納めて祀ったのが起源と伝えられている。後に八幡太郎義家が堂宅を再建し、安産の神として信仰さ
れている。唐松講という女性の信仰集団があり、女性を守護するという。別名八日講ともいわれ、毎
月八日に講がいとなまれる。
大島建彦によれば「唐松さんの信仰圏というものは、第一に地元の氏子としての旧境の－村、第二
に旧来の霞にあたると仙北、平鹿、雄勝の三郡、第三に唐松講の組織につらなる秋田県の全域および
その周辺というように、ほぼ三つの範囲にわけてとらえられるであろう」という〔大島建彦１９８２
９〕４)。
次に九州地域の信仰のあり方をみると、圧倒的に宇美八幡宮への信仰が強いことがわかる。ほぼ福
岡県全域から祈願に来ている。福岡県外としては佐賀県伊万里市南波多町があり、隣接県まで宇美八
幡宮の信仰圏が広がっていることは想像することができる。
先に触れたように八幡信仰の誕生の地である宇佐八幡宮はほとんど産育祈願の寺社としての役割を
果たしていない。これは宇佐八幡宮のある大分県が産育に関わる神仏の信仰が少ないというわけでは
ないことは、拙著の「大分県下の産育に関わる神仏一三重町内山地区を中心に－」などを見ればわか
る５)。
また、香椎宮は宇美八幡宮ほどではないが、産育祈願の神仏としての信仰を受けていることがわか
る。この香椎宮は九州で神功皇后信仰を考える上で重要な神社でもある。香椎宮の主祭神は仲哀天皇、
神功皇后である。この神宮の成立は塚口義信によれば神亀元年（724）であり、養老四年（720）に起
きた隼人の反乱が香椎宮創建の要因の一つではないかという６）〔塚口義信1980146～147〕。そし
て、須永敬によれば、中世期石清水領有下の香椎宮に神功皇后を聖母として信仰するものが成立した
のではないかと述べている７）〔須永敬２００１６１〕。こうした考えをふまえると、産育祈願に関わる
八幡の信仰を担う中心地の一つだと考えられる。そして、宇美八幡宮もこの香椎宮とは大きな関わり
を持っている。
３、宇美八幡と産育儀礼
①宇美八幡宮の概要
宇美八幡宮は福岡県粕屋郡宇美町宇美にある。社格は明治５年に村社、明治24年に県社になる。氏
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子数は660戸（昭和45年において）である。祭神は、誉田別命（応神天皇)、息長足姫命（神功皇后)、
玉依姫命、伊弊諾命、住吉三柱命である。
宇美八幡宮は地元では「八幡様のお母さん」としていわれ信仰され、神功皇后の石像も建てられて
いる（写真１）。境内には社殿（拝殿、幣殿、本殿）があり（写真２)、末社として聖母宮、湯方社、
武内社、稲荷社、恵比須社、山神社、祇園社、地主社の八社祀られている。それとともに神功皇后出
産に縁の「子安の木」「産湯の水」などがある。また、神社近くの店では表にあるように子安餅を販
売している店もある。
宇美八幡宮の歴史の歴史を見てみると、「宇美」という名は、記紀にすでに見られる。社伝では西
暦200年に創建となっている。『香椎宮編年記」によれば、神亀元年（724）及び延元元年（1336）に
は、香椎宮の神領の中に「宇美郷八町」という記載がある。社殿は元禄五年（1692）の古地図に見ら
れる。また、「今鏡』第三男山の条（1172年ごろ）には「海の西に宇美の宮御産平安たのみあり」と
あり、安産祈願の信仰が平安時代までさかのぼれることがわかる。かつては、宇美山誕生寺という神
官寺があったともいわれている。
先にふれたように宇美八幡の境内には神木や境内末社がある。神木は三本あり、八幡誕生の縁のも
のとして信仰されている。
本殿に向かって左横にある「子安の木」は、神功皇后が三館征伐の後に産殿を作って、エンジュの
枝を折って、これに取りすがって出産し、安産したので、その枝を逆さに地にさし根付いた木の末商
だという伝承を持っている。この木のことは『愚管抄」（1220年）の記載の中にも見られる。
本殿に向かって右横には「湯蓋の森」と呼ばれる楠の木があり、八幡様の産湯を湧かした湯船の上
に生い茂っていた楠の木々の最後の一本だという。この辺りは楠の森だったといい、その話に基づき、
森を「湯蓋の森」と呼んでいた。現在ある楠は十四メートルあるという。
本殿奥の左側には「衣掛けの森」と呼ばれる楠もあり、楠の高さは二十メールある。これは八幡様
の産衣を掛けたといわれる楠の木で、この辺も楠の森だったといわれ、「衣掛けの森」という名だけ
が今は残っている。
境内末社に目を移してみると、境内には先にも述べたように八社あり、その内、二社が八幡の出産
と関わりがある。まず、本殿の左後ろにある「湯方社」であるが、八幡様が御誕生の時に産婆の仕事
を行った神を祀ったもので、祭神は湯方殿と呼ばれている。特別に祭りはないという（写真３）。し
かしながら、その社殿の両脇には子安の石が置かれ、現在でも安産祈願に妊婦の参拝が多い末社であ
る。本殿の右後ろにあり「聖母宮」の祭神は、神功皇后である。特別な祭りはないという。
このように境内には神功皇后出産に関わりのあるものが点在しており、現在も信仰の対象となって
いる。次に宇美八幡宮の祭礼を見ていきたい。
②宇美八幡宮の祭礼
宇美八幡宮の祭礼は以下のようなものがある。１月５日の御誕生祭（例祭)、４月１４日・’５日の子
安祭（隔年)、１０月15日、１６日の仲秋祭（放生会)、１１月15日の子供祭り（七五三）がある。これと別
に毎月５日に月次祭がなされている。また、二十五年ごとに式年祭がなされている。式年祭では、社
殿にある聖母宮神像の開帳がなされている。平成１２年が1800年祭だったという。神像は県指定民俗文
化財になっている。室町末期作だと推定される女神像である。
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写真１神功皇后の石像
写真２宇美八幡宮の社殿
塚…寒
撫
写真３湯方社
写真４子安石
写真５うぶゆの水
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この神社で最も盛大になされる祭りは子安祭である。宇美八幡宮の春の大祭・子安祭では、御神行
祭が行われている。御神行祭は、宇美八幡宮から約700ｍほど離れた井野山の中腹にある「頓宮」ま
で、神官を先頭に三体の御輿と華やかな衣装を身につけた稚児や古式衣装の氏子が行列を作る。御神
行祭の翌日は宇美神楽座の手によって宇美神楽が奉納される。朝から夕方まで行われる。粕屋地方を
￣円とした「粕屋神楽」と総称されたが、現在は篠栗町の太祖神社の太祖神楽と宇美神楽として残っ
ているだけだという。この翌日の祭を「おこもり」と呼んでいる。遠方からの見学者も多いという。
子安祭は、子供の健やかな成長を祈願する意味合いもあるといわれている。
この神社で最も産育祈願と関わりのあるのが、御誕生祭である。宇美八幡では１月５日が八幡様の
御誕生祭で、この日に詣ると、妊婦には特に良いとされ、各地から参詣者が大勢来て、安産の護符を
もらう。神主によれば、この日でなくても適時参拝して安産の護符をくださるという。
このように宇美八幡宮の祭礼は、産育祈願と結びついているものもある。その他にも、宇美八幡宮
では、産育祈願に関わる信仰が盛んになされている。
③宇美八幡における産育祈願に関わる信仰
宇美八幡には産育祈願に関する信仰がある。その一つは子安石である。先に上げた湯方社の横には
子安石が山積みになっている。妊婦は、山積みになっている名前の書いてある九石の中から眼を閉じ
て、九石を－つ手に取り、それが男名なら男、女名なら女が生まれるとする。なお、手に取った石は
持ち帰り、神棚に供えておくと安産するといい、無事出産すると別の石にその子の名前を書いて返す
という。現在でもその習俗は盛んになされている（写真４)。
二つ目は産湯水である。境内の北隅にあり、八幡神が御誕生の時にこの水を産湯に用いたといわれ、
妊婦が拝受して安産を祈ると云われている。また、子供にこの産湯水を使わせることもあるともいう
(写真５)。
三つ目は子供成長祈願である。子供の無事の成長のために５歳、１０歳、または15歳の時に「子供あ
ずけ」と称して神社台帳に登録する。その後、毎年参拝する。この神社台帳の古いものは、産育祈願
に関する民俗資料として県重要文化財指定されている。
一つ目にあげた子安石の信仰は、表の中でも、先に取り上げた岡山県や奈良県のような神社の直接
関与がないものの他に、宇美八幡宮のような神社にある石を使った産育祈願の信仰として以下のよう
なものがある。長崎県の壱岐郡の事例で、神社にある神功皇后ゆかりの東風石が、子授け祈願になる
とされており、先に述ぺたような『古事記ル「日本書紀』に書かれている神功皇后の石を使って出産
を遅らせた伝説とあわせて考えると興味深い。
また、二つ目にあげた神社にある水をめぐる産育祈願としては、福岡県の香椎宮の不老水を飲むと
安産になるというものや熊本県植木町の八幡宮にある清水を飲むと安産になるというものがある。
このように宇美八幡には、産育祈願に関わる信仰が現在も残っている。この宇美八幡宮は、須永敬
によれば中世期には香椎宮の所領に入っていたのではないかという。また、須永はその香椎宮も中世
期には石清水八幡宮の領有下にあったといい、神功皇后を「聖母」とよび信仰する聖母信仰が北九州
を中心に広がっていたのではないか、それにともないお産の神としての信仰が広がっていたのではな
いかと述べている８)。確かに宇美八幡宮には「聖母宮」があり、先に表でふれたように香椎宮にも
産育祈願に関わる信仰が見られた。
福西大輔298
４，結びにかえて
日本では『血盆経』の影響もあり、一般的に出産という行為は稜れとされ、神はそれを忌み嫌うと
されてきた。だが、幾つかの八幡宮では、応神天皇（八幡神）自身は神功皇后から生まれたことを明
確にしており、出産という行為が聖なる行為とされていたことがわかった。宇美八幡宮では神功皇后
が出産した場所は聖地とされ、出産、その日は祭りの日とされていた。それを背景に産育祈願に関す
る神になっていることがわかった。
今後の課題として、今回取り上げた福岡県の宇美八幡以外の秋田県の唐松神社をはじめとする産育
祈願に関わる八幡の信仰において、石清水八幡宮との関係が見出せるのか、そして、各地の八幡信仰
と産育祈願がどのように結びつけられているのか詳細に見ていく必要があろう。また、須永の研究を
ふまえれば、中世以降、八幡信仰と産育祈願の関係がうまれ、その信仰が後世拡がった可能性が高い。
全国を検討していく中で、各地の神社の成立年代及び拡がっていった年代について再検討していきた
い○
註
中野幡能の『八幡信仰史の研究（増補版)』や飯沼賢治の「八幡神とは何かｊなどがある。
須永敬の「聖母一ある母神信仰史研究への試み－」『歴史民俗資料学研究』第４号神奈川大学大学
院歴史民俗資料学研究科や「聖母（Ⅱ)－聖母神社追補資料とその考察一」『歴史民俗資料学研究』第
６号神奈川大学大学院歴史民俗資料学研究科がある。
稲雄次1990年『秋田民俗語彙辞典」無明舎出版
大島建彦1982年「唐松山の信仰」『西郊民俗ｊｌＯＯ西郊民俗談話会ｐ９
福西大輔2002年「大分県下の産育に関わる神仏一三重町内山地区を中心に－」『西郊民俗ｊｌ８０西
郊民俗談話会pl5～ｐ２３
塚口義信1980年「神功皇后伝説の研究一日本古代氏族伝承研究序説一』創元社pl46～l47
須永敬2001年「聖母（Ⅱ)－聖母神社追補資料とその考察一」『歴史民俗資料学研究」第６号神奈
川大学大学院歴史民俗資料学研究科Ｐ６１
須永敬1999年「聖母一ある母神信仰史研究への試み－」「歴史民俗資料学研究」第４号神奈川大
学大学院歴史民俗資料学研究科ｐｌ６７
ｌ）
２）
３）
４）
５）
6）
7）
8）
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A Prayer for Birth and Child-care to Hachimann
The Story Centers round Umi Shrine
Fukunishi Daisuke
The Hachimann god has been widely believed in from of old as a god of the war and martial arts by
the emperor family and the samurai group.
However, when the temple and Shinto that prays for child giving, easy delivery, and the child's
healthy growth is seen, it is understood that the belief of in production child giving, easy delivery, and
the child's healthy growth is influential.
In some Hachimann shrines, the Oujinn emperor god (Hachimann god) clarifies the birth from Jingu
Empress, and has understood the act of birth was assumed to be a holy act.
Land to which Jingu Empress gave birth was made a sacred ground in the Umi Hachimann shrine, and
birth and the day were assumed to be a day of the festival. It has been understood that it is a god
concerning production child giving, easy delivery, and the child's healthy growth in the background of it.
The influence of Iwashimizu Hachimann Shrine was thought to be large by the background to which
such a belief extended.
